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石
疑
の
，，供
給
さ
；れ
，る
、も
の
ぉ
：レ

"
^
i
,
西
の
•石
炭
邀
額

-亦
0 

加
す
を
も

9
あ

-
^
^
2
國
に
，於
ャ

.は
、石
油
幷
に
水
力
、め
石
：炭
に
對
す
る

‘燃
料

W

し
て
の
騎
爭
次 

，騎
に
船
烈
な
る
に
至

.

.れ

.る

さ

す

れ

ば

、是

等

の

事

情

：が

お
®
な
つ

.て
*内

國
.の，炭
坑
業
を
應
御

.
1、
 

'斯
業
を
し
て
經

&

上
♦不，如意
の
地
位
に
立
た
し
め
る
に
至
る
こ

5
0

も
>亦

已

む

を

'得

ざ

る

所ビ

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。fif

英
國
炭
城
業
に
於
け
る
不
如
意

®
事
情
は
軟
洲
職
俄
の
：

®
前
に
於
て
、鼓
に
其
職
を
幾
し
て 

居
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
：て
戦
時
石
炭
の
供
給
を
满
潭
な
ら
し
め
る
こ
ど
の
必

.要
の
認
め

S 

れ
る
や
、政
府
は
所
謂
戰
；時
炭

#
政
策
な
る
も
の
を
：決
定
：レ
截

^
面
；じ

-瓶
つ
て
、

&
々
ゆ

%
設
を
；
 

試

み
、以
つ
て
萬
全
の
效
，舉
を
舉
げ
る

.こW

を
期
し
た
の
で
あ
つ
て
其
政
策
の
或
る
も
の
は
•尙
 

ほ
其

®
跡
を
存
し

♦ 

0の
炭
挑
罷
業
に

‘も
直
接
に
圓
，係
を
反

^
し
て
：居
る
の
で
あ
る
。

元

♦
 

英

國

に

，
於

て

石

炭

，業
，
は®
.要
な
る

.歡

業

で

あ

る

に

拘

，は.ら
す
、同
國
輕
齊
政
：策
の
基
調
た
る
自 

^
放任ま義は國家し

P

 

W
業
.に
.

H"*

涉
：す

る

所

を

少

な

か

、ら
.し

め

た

，ね

で

あ

る

。

叩

ち

ぉ 

來
炭
域
若
し
く
は
炭
坑
.業
に
適
用

さ

れ

て

居

つ

た

法

律

は

：第

！

炭
：，坑

制

限

：法
、第

J  j

炭
坑
夫
八 

時
間
勞
働
得
第

.
3
敬
，▲

失

最

低

：賞
銀.，法
'
の
三.者
：で
あ
シ
，歡

t

は
‘千
八
，商

i
f

千

a

 #

に
鯽
歡
さ 

れ
糊
來

：

千
九
百
十

一

年
に

.至
る
ょ
で

"凰
次

.d
改
正
％
，受

た

が

、頸
す
る

"に
坑
：內

‘作
業
の
安
全

. 

を
、ま
服

.ざ
レ
た
も
め
で
あ

.

or

第
一
，
.
}
は
•千
九
'ぽ
 <

年
：を
以
つ

.
で
、筋
三
は
千
九

'fsl: 十
！.  

年
を
以
、つ 

で
•各
.：.々
卿

®
,さ
れ
た
も
：の

.で
ゃ
つ

' て
，其
效
接
の
：及
：身
所
も
亦
服
定
さ
れ
.て
居

-0,

画
家 

.7

取iTf

卷

(

八oi
f
K

 

.き
就

.の
霞
邦
に
廣
築
餐

 

' 

モ

.成
' 

,

.J.
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.

.

.•

' 

- 

.

.

. 

. 

. 

. 

, 

■ 

■ 

. 

,

業

-10

の
關
係
は

，
® 

.
る
簡

.單
で
あ

.つ
た
の

.で
あ
る
。

然
；る
に
千
九
ぼ
十
五
年
我

#
'が
所
請
：戦

W

‘ 

炭
♦業
政
策
な
る
も
の
を
採
用
し
て
以
爽
此
般
の
圓
係
は

‘而
目
，を

' 一
變
す
る
に
至
つ
た
。
何
を 

以つて戰時の炭業政策したか

.ざI
f

へ
ば
、其
要

®
は
左
の
數
點
に

.外
な
ら
な
い
。

第

1

，疑
姊
夫
の

.軍
隊
徵
，募
に
依
つ
て
#

か
さ
，れ
る
石
炭
の
産
額
を
維
持
し
，又
進
ん
で
之
を 

增
加
す
る

こ
ビ
、 

，'

館
ニ
、經
濟
上
幷
に
政
治
上
外
交
上
の
理
お
に
基
さ
、石
炭
の
輸
出
を
管
理
す
る

ニ

，〜

：

第
三
、石
炭
の

'
.
®格

‘

の
，：

暴
騰
に
對
し
て
、內
國
消
費
，者
を
保
譲

'す
る

こ

も

‘ 

Z 

竹
ル
四
、內
國
の
各
方
面
に
向
つ
て
、最

‘
.も經

.濟
的
と
，石

’炭
を

.分
配
す
る
こ
ざ
，

第
其
勞
働
银
譲
に
依
る
石
爽
，
の
杜
維
を

.防
，止す
る
こ

‘

50 、

.

.. 

.

m
六
、
利
盤
の
多
き
炭
桃
に
就
て
徵
牧
し
た
賦
課
金
を
以
つ
て
、利
释
の
少
な
き
炭
坑
に
對
す 

る
補
助
金
に

充
て
る
こ
ビ

'

右
の
婴
綱
：に

就

て

へ

，

'る
に
、英
國
が
石
炎
の
邀
出
に
依
賴
す
る
所
の
，卸
何
に
大
な
る
か

H
 

戰
爭

' の
當
初
に
於

Iて、明
に
承
認
さ
れ
た
に
拘
は
ら
す
，炭
挑
未
の
出

f
f
i
は
前
記
.の
如
ぐ
産
額
に 

減
ル
ン
を
來
し
た
、然
る
に
石
炭
に
對
す
る
需
要
は
內
國
，に
於
け
る
普
通
の
消
費
の
あ
る
上

i

I

雷
工
業
に
於
け
る
燃
料

5
0

し
て
，播
進
を
吿
げ
た
辟

め
に、其
價
格
に
暴

.
*，

V
惹

起

さ

ぐ

る

.を
得

な
か
つ
た
。

に
於
て
か
政
府
は
早
ぐ
も
千
九
百
十
五
年
石
炭
の
輸
；出：に制
限
を
施
し
、續い

て
.炭
價
制
限
法
を
制
定
し
て
、石
爽
の
出
跳
價
格
を
制
限
し
、一

m
に
付
き
戰
前
の
®
格
に
對
レ

て、E
E

志
を
起
過
す
可
か
ら

'ざ
る
こ

VJ  

\し
た
。
然
も
此
殺
度

0

B
貴
に
對
し
て
す
ら
、聯
合
請

國
が
英
國
炎

®
の
昂
騰
に
就
て
、

抗
議

•を
港
出

づ
る
や
、

炭
塊
生
、輸
出

業
，
蕃
幷
に
海
運
，

業
者
は

政
：

府

ぉ

.定
し
て
聯
合
詣
國
の
爲
め
に
、炭

0

を
低
寒
に
す
る
こ

デ,レ
、

し
、之
に
次
い
で
商
ぶ
院
は

戰
時
特
別
の
権
限
に
®
>
繞
價
を
制
限
す

る
’ざ
共
に
，内
國
幷
に
聯
合
諸
：國
の
爲

め

に

適
當

.の

. 

分
配
を
行
ぅ
可
き
方
策
を
講
じ
た
。

.

勞
.働t>.

R
は
開
戦
せ
，同：

§

に
勞
働
者
，

W
か
ら
休
戰

：

の
提
，議
：出
で
、

『

時
勞
：資
間
の
融
和
見

る
を
得
た
が
•斯
の
如
き
は
到
底
其
永
續
を
期
し
得
ベ
き
も
の

で

は
な
い

0
,南
クH!  

I
ル
ス
の

炭
坑
に
は
千
九
百
十
六
年
の
終
に
臨
ん
で
ポ
議

.發

.生
し
、石
炭

®

•供
給
危
險
に
顔
し
た
結
果
、之

.

に
對
す
る
應
魚
策

」

/

」

し
て
、政
麻
は
同
年
十
，

ニ
月

I 

同
'地
，方

©
炭
'坑
を

.，政
府

.

.の.管
理

.に
移
し
，

0
い
て
千
九
商
十
七
年
ニ
一

 

'月全
國
の
炭
城
を
擧
げ
て
，炭
坑
局

(
C
6
a
l

 

M
i
n
e
s

 

D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
)

の
管
理

に
屬
せ
し
め
た
礎
ょ

.ぐ
個
々
の
炭
坑

.の，經

.營
'ホ
從
来
の
，

如
：；

ぐ
坑

-主
之
に
當

r

る
の
で
ぁ
る

‘が、

.

S

十
‘卷

(

八04
0
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ゆ
業

M激

镇

七

號

 

ro

W

0

0

は
全
體
の
炭
城
に

.對
し
て
，

1.

國
の
必
要
に
應
ら
て
，課
ぐ

&
じ
め
ざ
！る
ゲ
如
ぐ
に
ぜ
發 

.を
分

-布
す
る
こ

.プレ

.
の
.
.命

.令
'
.を
下

.
-す：の
.
‘で.あ
る
。

斯

'の
如
ぐ
炭
坑
の
管
，與
が
政
府
ド
移

.さ
れ
る
ビ
共
，に

"瑪
.夫
0
倉

#
;は：最
单
や
各

.炭
坑
.所在 

地
に
於
て
減
々
に
決
定
せ
ら
な
可
き
間

®
で
は
な

.ぐ
し
て
，全

®

的
：じ

決

，定

さ

：れ

ん

間

題

：

W

爲 

つ

斯
ぐ
て
行
ぱ
れ
た
も
の
が
所

1
1

プ

]
ジ
ン
グ
の
败
策
で
あ

.
◊て、政
庇
は
各
敦
坑
に
就 

てt
e
#

T
1
1

年
間
の
郁

#

平
均
額
を
算
出
し

.て、之
を
標
舉
利
猛

i
.し，賞
條
の
利
織
金
が
此
標
锻 

額
.を
超
過
し
た
炭
坑
に
對
レ
て
は
、趙
過
額
の
九
御
五
分
を

政

庇
に

' 於
，て
收
：納
し
、之
を
標
準
利 

益
に
達
せ
ざ
る
他
の
炭
恍
に
寒
付
す
る
こ
、
し
*斯
ぐ
て

政
，
術
營
地
の
結
，果
し
て
，英
酸
全 

，體
の
炭
坑
經
脾

.をi
1

k
以
.つ
て
採
炭
量
の
增
加
を
：

#
し
、一

方
一
に
、
恥

失

の

賞

銀

も

亦

政

府

.に 

-

於

て

，全

國

的

に

決

律

，し
、七

，百

五

十

蔣

镑

，の

補

助

.金
を
.政
府
ー
か
ら
变
：
#
し

て

、貧

銀

の

'支

挪

に

ま 

隙
な
か
ら
し
め
，進
ん
：で
軍
雷
品
法
の
：

T
に、炭
坑
の

#
0
に
强
制
仲
觀
制
度
を
適
用

し

た
の
で

あるひ

四

.

右
の
如
き

®
時
炭
業
政
策
の
下
に
、炭
坑
業
に
於
け
る
勞
資
の
關
係
に

13 -'

和
を
維
恃

す
る
こ

は
、敬
俯
の
期
待
，す
る
所
で
.あ

ね

"

K

賞
際
に
多
少
の
效
果
は
め
つ

，た
-が
、此

.
#た

る，
圓

ょ

6
ハ
！
 

時
的
で
あ
り
、又
單
に

‘外
M
,を
.裝
ぅ
に

,ま
つ
た
。

.
現
に
炭

'恍
失
ぱ
政
府
に

.
*し
て
、®
々
の
要 

求
を
政
し
て
居
つ
た
が
、千
九
ぽ
十
九
年

1

具
體
的
，：
要

'求

.

0

m
- 

營
.働
制
の

.實
行
'.
等

を

主
張
し
、後
に
炭
お
國
有

.ゆ
！個

修

を

も

之
に
；：
加；

へ
：だ
。
政
庶
は
圓

ょ
..：̂  

斯
ざ

.要
求
に
接
じ
て
、之

を

容
れ

る
-を
：得
な
い
、單
に

一:

0
„一
.
志
.

§
v:

割

合

：
の
：下
：
に
，賞'銀
に

I

缺
い
嫩 

播i
f

を
施
す

'の
桌
を
以
づ
て
之
に
酬
い
、

®
業
の
起

'
,

V0

危
臉
を

腊

レ

ゥ

V
坑
夫

側

に

對
す

る

！
 ̂

'预
を

®
ね
つ
\
お

る

間
に
、坑
夫
組

<
2

は
委
員
會
を
立

‘し
て

.，時
局
に

S

す
る
制
然
た
る
意
見 

.を

.，求；め
る
ら
云
ふ
，政
府
の
諷
に
贊
成
し
、結
局
同
年

一
1

月
サ
！、ジ

3 X

ダ

ン
ヶ

I
を
委
員
長
ご 

す
る
石
炭

.委
'貫
.會

の

組

織

を

，見

る

に

至

，
つ
た
9

而

じ

て
♦

要
A
會ぱデ九；
ぽザ九.
年
三
多 

數
中
間
報
吿
を
政
厥
に
送
政

'し
、其
耍
項

W

し
て
揭
げ
、られ
た
，

,

第

I

 

%

働
時
間
を
從

.

来
め
八

..

時
間

..

か
ら
七
時
間
に
短

.

趣
す

.

る
、伸
ほ
千
九
ま
ニ

 

.

十

举

未
.

に
‘

ネ
.

： 

け
る
炭
坑

.

紫

の
#

情
、之

を
‘

許

ず

V
J

き
は
、六
時
間
に

‘

飯
縦
す
る
こ

.
W

,
®

事

1
r

い
年 

末

の

經

濟

狀

態

が

、ら
云
づ
て
、遂

に

賞

裸

さ

れ

.
る

に

至

、ら
す
、却
，
つ
て
*
一

 

時

な
6

,

ゴ
も

\
 

t

間

，勞

働

制
.

に

群

ぎ

す

る

，希
：，藥.

の
..

坑

主

糊

に

起
，.C

V

づ
^

^

あ
る
：に
；錄
し
？

一

波

び

4

ハ.

時
.

間

勞

働

制

を

：

.:
,

#
'
1ヤ
激

O
C
O
f
O

 

:
英
言
制
廣
養
業
紘
濟

 

- 

二
：



J B

I

；：i

I

路

二

十

卷

(

八
1

9

英
ホ
利
の
廣
坑
雄t

l

炭
業
細
博
‘ 

第
七
馈 

ニ
！
 

再

に

し

ね

坑
失

側

が

飽

ぐ
ま
で
も

此
所
に
到
達
す
る

熱
烈
な
る
，

希
望
を

懷

ぐ
に

至

つ
た
こ 

V 」

も、注目
す
可
き

‘
.

所
で

.

あ
.る
。

)

 

‘

筋
ニ
、從
来
の
八
時
間
努
働
制
は
炭
坑
に
於
け
る
地
下
の
勞
働
者
じ
：の
み
適
用
せ
ら
る
可
き 

も
の
で

.あ
つ
た
か
ら
、地
上
勞
働
者
の
勞
働
時
間
は
別

.に

.之
を
定
め
、

一

週
間
四
十

4

ハ
時
間
半
，

，/し
す
る
こ

ビ
ヵ

第
！！r

賞
銀
に
就
て
は
、

一
日
ニ
志
の
飼
合
を
以
て
。之
を
增
加
し
、十
六
歲
以
下
の
者
に
は

j

志

の
.制
.合
を
以
つ
て
す
る

こ

，.
.

VJ,

0 

,
 

,
'
.

の
三
點
は
直
に
政
庶
の
採
揮
す

る

所マ」

爲
つ
て
，賞
行
の
緒
に
就
く
を
得
ね
の
で
あ
る
。

然
も
炭
坑
業
は
此
當
時
か
ら
經
濟
社
會

1

般
の
不
景
氣
ど
炭
坑
業
其
も
の
に
於
け
る
特
殊 

の
不
嚴
氣

ズ

に
依
ゥ
て
、苦
，し
.め
ら
れ
て
居
つ
た
其
際
に
，炭
坑
業
者

\

レ

し
て
は
、新

.に
賞
銀
增
加

、
. 

勞
働
時
間
の
減
少
の
形
態
に
於
て
、負
撮
の
加
：

^
る
も
の

’
あ
る
じ
至
つ
た
め
で
め
る
。
戰
時
石 

炎
政
策
の
行
は
れ
た
間
に
は
、之
に
依
つ
，て
斯
業
に
一
時
の
小
康
は
保
た
れ
た
ざ
レ
て
も
、其

千
，
 

九
百

二
十

一
年
三
月
を

以
：
つ
て
廢
止
さ
れ
て
、坑
主
坑
夫
双
方
共
に
自
由
の

立
場
；
を
め
る
や

、
，
. 

杭
；主
は
坑
夫
の
勞
働
條
件
改
善
に
刷
す
る
要
求
に
對

レ

て
、頑
强
一
な
る
態
度
を
持
し
、之
は
報
し

て

政

府

の

キ

涉

，
の

加

は"れ
る
こ

W

を
好

‘機マ」

し
て
、彼
等
は
補
助
金
の
交
付
に
依
っ
て
、自
已
の 

資
擔
を
補
ひ
、以
つ
て
，帰
而
を
展
開
す
る
手
段
に
出
で
た
こ
ご
.：̂
亦
敢
ヤ
怪
む
に
足
.、ら
な
い
の 

で
め
る
。
现
に
：

W
時
石
炭
政
览
の
廢
止
さ
れ
た
千
九

W 
二
十

一

年

H
月
を
以

っ

て
勃
•發し
た 

.同
®
罷
•業
の
-
如

き

，は
、同

年

七

月

に

至
.つ
て
漸
.ぐ
解
決
の
曙
光
を
仰
ぐ
を
得
た
の
で
あ
る
が

、
® 

着
：す
，る
所
は
要
す
，る
に
坑
夫
の
賞
銀
榮
墙
加
に
應
ゃ
る
に
、炭
坑
じ
對
す
る
國
庫
補
助
.金
を
播 

額
じ

"前

0
に
依
っ
て
，坑
主
の
衆
る
負
擔
を
後
激
に
依
っ
て
，相
殺
償
し
、坑
主
の
利
盤
を
保
譲 

-す
る

一

方
に
ぜ
夫
の

®
求
を
も
或
る
程
度
ま
で
滿
足
さ
せ
-依
っ
て
以
つ
て
斯
業
の
安
定
を
謀 

る
ビ
云
ふ
細
縫
的
ゆ
も
の

W

爲
b

た
の
で
も
る
。

服
：
★
際
吾
人
の
.看

過

す
る
能
は
ざ
る
所
.の

J

事

‘は
戰
，時
石

'炭
政
策
の
下
に
、政
麻
が
全
國
の 

炭
坑
業
に
成
る
程
度
の
棘

T
を
付
す
る
こ
ご

 

>
爲
つ
て
か
ら
，此
事
が
杭
夫
に
刺
戟
を
及
ぼ
し 

た
も
の

W

見
へ
ぶ
主
が
各
坑
區
に
就
て
個
別
的

k
賞
銀
を
決
足
し
や
ぅ
ぜ
す
る
に
對
し
て
"坑 

夹
は
全
國
的
に
之
，を
決
定
し
や
ぅ
ざ
す
る
希
望
を
懷
ぐ
に
至
つ
た
點
で
あ
る
。
現
に
千
：九
百 

ニ
す
年
十
月
の
炭
坑
罷
業
に

'際
し
、賞
銀

P
®

は
炭
桃
業
の
收
め
る
利
益
に
徵
し
、又
餘
剩
利
錄 

*55^

何
に
取
扱
は
れ
る
可
き
も
の
で
あ
る
か
の
原
則
を
考
へ
、千
九
ぜ
ニ
十

j

年

S
月
&

前
に

第U

十
卷

(

八n
)

英
宫
利
の
姿
井
に
廣1

濟 

-

第

七

驢

1
H



i

f

免

二

十

卷(

A 
ニ1 )

，英
吉
利
の
炭
坑
井
經
濟

..  

廣七號
 

1

四
 

案

.
具̂
し
て
、政
府
に
通
吿
す
る

€

云
.
.ふ，條
仲

®
下
に
，r

時
：
的

败

決

：を

告

げ

，右

の

時

期

に

於

，
て

. 

愈
‘々$2^, 銀

厕

®
を
解
決
す
る
時
糊
に
營

.す
る

や
、饼

主
は

.以
前
，の
地
方
的

.舉
礎
に

®
か
，れた

.
‘賞：

.

.

. 

• 

. 

:
.
, 

- 

. 

- 

- 

• 

■ 

. 

. 

. 

V

-

:

報

酬

に

，
復

，
顧

し

や

ぅ

W.:

す
る
に
對
し
て
，航
ネ

4
欢

微

管

理

の

下

に

，於

け

：る

、；

J

同

じ
.く
、

全

國

的

‘，，
 

グ

I

グ

の

麟

續

幷
h

桑

個

お

：廣

寒

の.
：̂定

を

主m

し
、雨
.，者
の
‘織
，Q.

身

^

^

に、遂
に
四 

ポ

一,

ら

七

に
j

旦
る
業
の
体
此
を
き
る
こ

W

 

>
满
> つ
た
。

两
し
て
當
將
輝
業
：
 

»
決
ま
件
に
於
て
、

夫
，は
全

P
的
！？
銀̂
'決
定
に

P
す
る
果
來
を
：辦
囘
；甘

‘ざ
る
を
♦

ざ

る
.

破
目 

I

ゥ
た

が
、尙
ほ
へ
ま
銀.決
定

.

し
て
、全
國
的
裁
宛
局

(

夏

s
a
l

 Board
)
.
.

地
方
的
裁
定 

屈
.

(Distriqt  B
9a

r
d
)

ざ
が
，欺，け
ら
れ
、更に

：

全
國
の
銀

.を
成
る
可
ぐ
晝

.一

的
の
，
.も
，の

‘た
、ら

し

め
 

1

し
て
、政
府
か
ら
干
の

1
,

助，
.
#の
お
：付

.

.

.
さ
：れ
る
制
瓜
の
：箱

.

し

た

：
こ

ざ

、
、
坑

，
主

0
. 

收
.招
す
る

'刹
‘
.溢：.傘
に
剰
し
て
，坑
夫
を
レ
て

.參

.加
Iせ
し
め
る
方

.法
の

講

、ら

.れ

.た
k

の
點
に
於

"

’ダ、
'■/
.
 

- 

' 

■■ 

, 

: 

■ 

■ 

' 

..t 

、

て、1

方
.に
坑
夫
の
要

'求
の
或
；る
掛
搜
ま
で
、廣
傲
し
た

>

共
，に、他

P

1

方
に

.全
’國
.的

ズ
I -

 

V

グ

の

柳
#
の
次
;源

に
.

^
■

さ

れ
 

>
こ
ズ
が
鶴
め
ら
れ
る
の
で
あ

a
o

.

.

.

. 

. 

•

五 

'

，斯
ぐ
て
炭
坑
業
：に
對

‘す
る

.政
：術
の

W
助
.金：，

爽
付
、と
炭
.，坑

，
，
cの
：貧

.银
制

‘：搜
，マ」

の
.間
に
、離
る
可i

か

ら

ざ

る

細

る

に

き

ウ

セ

の

で

^
タ
。
元
來
英
國
炭
救

業
：，

の
#

報

制

度

し

て

は

、
 

偶f

ま
に
標
準
賞
银

制

が

ぁ
：
b
、蘇

格

蘭

辟

に

ス

オ

レ

ス

ト

、オ
ダ
，デ

キ

I

ン
に

於

て

は
千

八 

I
?

八t

 

A
年
，ノ 
I

ず

W

I

ラ

ン

ド

，幷

に

•
ダ！

ク
‘
ム

に
'於
，
て

は

千
八

百

七

キ

九

？

 
I

ク

シ 

、
ヤ
I
、
ランカツげヤ

I
、ミ
ツ
ド
ラ
ン
ド
に
，於
て
は
千
九
百

.十

.I

年

；
に

，
定

め

.
，ら

れ

た

賞

銀

を

標
 

源

V

し

、爾

後

僻

f

■の
廣
遷
ぜ

し

く

は
炭
價

.の

.高
遍
に
俄

-

C
C

挑
.主
杭
夫
兩
組
合
‘の

協

定

に

衣
ら 

て

ま
の
極

$
賞
身
に
働
し
て
诺
干
の
剧
雜
を
、

す
ふ
こ
ざ

. 
> 
爲
.う
た
。：而
し

‘て
.千

九

百
ニ
，十 

.
1

年

'六
月
の
廣
掘

#
定
に

.於
て
は
ニ

系
#
.

區

9
利
洞
は
坑
主

.
' の一
#
傅
.に
.就
さ

、翁
.ま

坑

夫

双

方
 

の
韻

に

つ

T
屈
：命

タ
れ
た

«
立
の
，
ぶ

共

會

韻
盤
督
人
を
し
，て
調
査

i
s

.

せ
，；
し
め
る

こ

5
1
,
1

)  

浴
‘ポM

に

於
け

る
想

#
臂
銀
は

.千
ル

®1.1

十

一

年
，二一 
月
あ

.日
各
；碱

，
« iL4;Ig:;u

れ

た

.賞

銀
に
.
千 

九
商

t

四
年
七
月
め
各
礦
：腹
糊
播
を
伽
へ

☆
も
，Q

を
.以
つ
，
て
し
，倘

數

寶

银

：：

に

.就

，て
は
、勞

働

時 

篇

の

八S

間
力

4
*
^
.
時

間

に

朝

し

た

爲：s^

に

在

す

る

：
減

額

ギ

か

；

め
：

や
.ぅ
.

に
、®
干
の
；
 

傳

雄
：
を

爲

す

こ

ビ

ゴ

iD

ポ
掘
傘
賞
銀
に

j
L

割
を
加
重
し
た

も

.の
を
，以

つ
.て
、嚴

低

，
.賞

織

ど
'す

る

こ
 

ビ

(
=
^
、

各

に

於
て

標

準

ま

.柳
高
の

一

韻
，
‘.
七

.，身

に

舶

翁

す.る
：金
翻
を
'以

0
て
壤

举
别

0 

ざ
し
 

一
&
風
.
，
：
. ̂
：̂
、，けふ

.溯
扁
の
內
か

.よ
、此
金
額

.
控̂
除
し
、尙

：.

ほ
お

つ

た
揚

A
nに
は
、

ま

f

 

(

<

5
 
法

i

ま

3
^

,

 

V
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, 

I
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5
!十
お

(

八
！ 

@
 

$
 
ロ
利
の
炭
坑
幷
に
炭
業
經
濟

 

银
七
號 

I

六

最
低
限
傻
以
上
に
賞
银
を
引
上
げ
る
財
源
に
充

V

る
こ

W

の
諸
點
を
決
定
し
た
。
然
も
右
の 

針
算
を

.以
つ
て
し
て
は
、到
底
標
举
賞
銀
を
最
..
低
賃
銀
に
引
上
げ
る
を
得
る
望
み
め
存
せ
ざ
る 

爲
め
、千
九
ぼ
二
十

一

年
七
月
の
譲
ま
に
於
け
る
決
議
を
以
つ
て
，右
に
揭
げ
た
炭
礦
郁
助
余
を 

r

千
萬
碌
に
引
上
げ
る
：，

J

ご
、
な
つ
た
の
で
ぁ

.る
。
而
し
て
千
九
百
！

一

十
四
年
五
月
の
爭
談 

に
際
し
て
は
、賞
銀
協
お

.は
多
少
勞
働
者
に
有
利

-
爲̂
ふ
、上
記
.の
ニ
制
植
は
三
割
三
分
の

一

附 

，に
引
上
げ
ら
れ
た

"が
’
® 二
十
五
年
七
月

I  

a
に
至
，る

や

，坑
主
侧
.は右
の
貧
銀
協
定
の
卞

.に
，数 

用
の

#

加
す
る
勢
に
堪
え
難
き
こ
マ

」

を
理
由
と
し
て
、三
個
月
以
前
の
豫
告
を

.以
つ
て
、協
足
を 

廢
業
す
る
意
思
を
徽
表
し
，八：月
，

!

日
に
至
る
ま
で
、新
協
定
成
立
せ
す
、同
盟
龍
業
の
勃
後
、目
瞭 

の：間
に
迪
ぅ
來
つ
た

.，紙
，果，首
相

♦ホ
！
て
ト
ク
キ
ン

.氏
は
坑
主
組
合

.幷
に
坑
，夫
組
合
の
代
表
者 

5
0

愈
合
し
、當
時
か
、ら

.千
九
哲
二
十
六
年
ニ
月

一

日
ま
で

•坑
，主
を
し
て
從
来
通
ク
協
究
賞
銀
の 

支
拂
を
繼
韻
せ
し

.め
る
條
仲
の
下
に
、政
麻
は
年
額
ニ
千
五
百
萬
，硫
め
補
助
金
を
下
付
す
る

一 

方

に

、炭
坑

M

®
の
全
體
に
冗
つ

て
，調
査
す
る
目
的
を
以
ゥ

て
，
一
の
委
員
會
を
組
織
す
る
方
法 

に

化
で
た
。

，

ふ 

r 

:
て
.
：

.

-

右
に
云
ふ

#

員
會
は
即
；ち
石
炭
生
淹
能
率
改
善
法
の
調
森
を
主
ど
し
バ

I
バ
ー
ト
、サ
ミ
ュ

?

グ
氏
を
委
員
長
に
推
：し

て
1組

織
さ

れ
，た
も
の
で
あ
る
。

此
委
，員
會
の
報
吿
誉
に
就
て
は
袖 

パ
ぐ
と
を
き
、上

.記
の
事
情
に
依
つ
て
、英
吉
利
に
於
て
は
、國
庫
の
炭
坑
に
*
す
る
補
助
金
ビ
坑 

夫
の
賞
銀
制

W

 

©

間
に
離
：ホ
可
か
、ら
ざ
る
刷
係
を
生
す
.る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、防
る

4^.

助 

金
.支
出
は
炭
業
政
策

5
0

し
て
，賢‘明
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ど
ぅ
か
は
ニ
個
の
疑
.問
に
蜀
す
る

<  

瑰
に
上
記
サ
ミ
ユ

I

A

委
員
會
は

‘此

點

，に

就

て

、

.，ぁ

.が
金
の
交
お

.，さ
，；れ
：
.る
梦
め
，に
、

®
の
全

...
體
に
就
て
、之
を
見

.るVJ

き
は
、
一
.嚼
に
！
^
き
一
志
..し
 

片
の
利
潤
を
生
す
る
に
至
つ

^

0
補
助
金
な
き
場
，合に
は

>
ー
網
に
付
き

I

志
六
片
以
下
の 

損
央

.を
爲
す
も
の
，あ
ぇ
取
部
炭
桃

&
域
の

.如
き
、利
.潤
の
些

.

.

細：
な
る

.涯
度
.に
止
ま
る

も
の

あ 

.

ヶ
、又

-
/ 

I
、ザ

ン
パ
I

ラ
ン
ド
、ダ

I

ラ
ム
、南

ク

ユ
J

ダ

ス
の
如
き

一

«

に
时
き
三
志
の
損
失 

を
蒙
る
も
の
も
あ
な
。
故
に
補
助
金
な
き
も
の

€

し
て
、t

算
す
る
：ミ
き

t
r

石
炭
の
七
制
三 

分
は
賞
に
揽
失
を
蒙
ム

C
V
.
'

廣
出
さ
れ
る
の
，で
あ
ウ
て
、然

も

一

嘲
常

-

の̂
，一

志
以
上
の

®

、失
は
商
ク

H

I
ル
ス
幷
に
赚
格
蘭
に
於
て
、全邀
額
の
八
割
を
、ダ

*

1

ラ

ム

に

於

.て

九

糊

を

、
ノ 

,

,

サ
ン

X

 

I

ラ
シ
ド
：に於
‘て
九
割
九
分
を
か
を
こ

V

し
V

爲
る

•.

V
J

報
骨
し
て
居
る

0

.

2

十卷

.
，

(
<

r
s

英
嘉

e

歡
井
靓
掷
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館
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號
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1<

获
に
於
て
か
英
國
疑
坑
業
に

0

レ
て
、問
題
の
焦
點

ざ

爲
る
所
が
次
，第
に
刹
然
た

る

形
態
に 

於
で
、現
は
れ
來

V

は
し
な
い
で
あ
、らう
か
。
之

.を
炭
坑
夫
の
側
か

.ら
見
る
ご
、彼
等
が
今
日
賞 

::

銀
の
墙
加
を
耍
求
す
る
こ

ゾ
レ
に
就
て
は

-
'
!

I

個
の

a
由

に

徵

，
し
，て
、是

ti

‘せ

、ら

る

可

き

极

據

，
が
あ 

:

る
？.
第

！

戰
.爭

，直

前

：
ヒ

，辆

後

の

'今
日

W

比
較
し
て
、

r

般
勞
働
者
の
生
活

®
に
は
七
御
五
分
の

.' 

:

思
加
を
告
げ
て
居
る
一
に
對
し
て
、炭
坑
夫
の
賞
銀
は
；五
割
九
分
の
墙
率
に

.止
ま
る
、斯
ぐ
て
彼
等 

一，：1

の
名
目

.賞
銀
は
：墙
加
レ
た
？
し
て
も

•實
質
的
ぐ
ほ
減
少
を
蒙
つ
て
居
る
、第
二
近
年
爽
坑
主
が 

下
記
：の
事
情
，か
ら
、炭
坑
の
設
備
殊
に
，勞

.働
者
保
諧
設
備

'に
資

★

を
.投-す
る
に
鄙
客
爲
つ
た 

.

紹
架
、坑
夫

が

航
內
に

.於
け
る
：作
業
中
に
傷

.害
を
蒙
る
危
：臉
率
，著
し
ぐ
，加
重
し
、之
に
酬
.ゆ
る
爲 

に
、
W
銀の墙率を必要するこ

W
の
ニ
：點
は
爭
う

.可
か
、らざ
る
事
實
に
屬
す
る
。
然
る
に 

::

坑
主
側
：

‘の
意
見
を
，以
つ
て
す
れ
ば
、斯
く
他
の

‘事
業
に
對
し
，又
生
活
費
に
對
し
て
、均
衡
の
求
め 

ら
れ
ざ
る
殺
に
低
，：ぐ
爲
ウ
て
居

'る
坑

'失
の
賞
銀
に
減
率
を
加
へ
る
か
、又
は
勞
働
時
間
を
延
森 

し
て
、償
う
所
を
得
：る
か
、二
者

9

孰
れ
か
を
求
め

.や
う
ど
す
る
。

坑
，夫
が
，是
等
要
求
の
孰
れ
を 

も
不
當

5.J

し
て
、
認
を
與
へ
ざ
る
は

’論
を
俟
た
な
い
。
現
に
‘多
年
坑
夫
總
同
盟
の
事
務
に
執

.

.

.
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I J
u
^
-
J

.掌
し
、
ダ

千
九
百

十
九
；

年
0

繁

^

於
て

3

ま
侧
の

利
害
を

S

し
て
®
闘
し
た 

P

バ
.I

ト
、ス
•
>ィ
タ
：

I

氏
一
は
四
月

三
十
日
發

行
の

「

レ
I

ボ

I

ダ
I

」

に
於
て

'

現
に
多
ぐ
の
炭
轉
區
缺
ホ
於
て

.：は
、坑
失
は
戦
前
の
生
活
費
ょ

.

.も

著

し

ぐ

低

き

，賞

銀

を

收 

,

め
て
，仕

事

に

從

ゥ

て

居.

：

る。：
然
も
坑
主
は
更
に

.一

層
低
き
！

^
举

點
に
賞
銀
を
.低下
せ
し
め 

や
I

レ
し
て

a
ま
.な
.
い。
.
彼
等
は

一

國

Q

産
業
に
は
生
活
賞
銀
の

如

き

も
り

ょ

、存
在
し
な 

."

ご
云

ふ
に
拘
は

、ら
す

、
利

潤

は

必

す

最

先

の

機

會

に

於

て

、
之

を

占

め

や

う

.
，

J

す
る
。

之

に
 

'

對
し

.て
机

S

主
張

.す
る
所
は
適
當
な
る
生
活
こ
そ
産
業
に
對
す
る
第
！の
負
擔
で
な
け 

れ
は
な
、らな
い

ざ

云

ふ
こ

V
J

で
あ
つ
：て、利
潤
に
先
だ

.ク
て
.、適
當
の
賃
銀
を
獲
得
す
る
こ
マ
し 

.

.

.が：货
‘夫
の
ス

.U

 

I

,

♦力
ン
ど
爲
る
の

.で
，あ
る

ざ
論
じ
た

C

然
し
な
が
、ら
是
れ
は
坑
夫
の
側
か
、ら
考
へ
た
所
で
あ
つ
て
，吾
人
は
他
の
マ
方
に 

益

‘の
侧
か
、らも

.亦
考
へ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
然
ら
ぱ
今
日
坑

.夫

S

t

つ
/、
あ
る

が 

如

き
賞
銀

の
植

率
が

f

ノ
て
杭
主
に
依
つ
て
、承
認

.さ
れ
得
，るか
ど
う
か
。
戰
前
狭

S

に
放 

下
.？
れ
た
資
本
金
：は，

J
,

億
千
五
百

.

.蔣職
で
あ

0

て
、
其

れ

か

：
ら

生

す

：
る
‘利

御

は
'!

千

三
W
四
：
 

十

三

萬S

千

膀

ャ

あ
.
.つ
：た
。：

此

資

本

の

四

分

の

：

j

は
：六

分

利

，付

の.紙償
..

券

に

依

ゥ

て

、調

達

さ 

'
然
二
十
翁.

(

八1

S
 

f
利
の
i

幷
-

i

i濟
' 

鎮
七
號，
' 

一
L
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然

ニ

十

卷(

八1

6

警

种
'の
.廣
挑
件li

栽
業
經
鞭\ 

银

七

號

ニ

'0 

れ
て
居
る
か
ら
、資
本
金
の
四
：分
の

1

ニ
に
對
す
る
純

.利

.潤
の
割
合
は

一

判

一

分
.五
厘
に
當
る
計 

，算

.

W
爲
る
。

南
阿
の
金
懷
業
に
資
本
を
投
卞
し
て
.居
る

資

：本
家
が

I

割

叫

分

：乃

至

五

.分

に

相 

德
す
る
利
潤
を
收
め

.
0 

v
>
あ
る
事
實
に
對
照
す
か
ぱ
、假

.令
‘ひ
炭
抗
業
は
金
織
紫
此
峡
し
て 

事

.業
經
營
上
に
於
け
る
危
險
率
ゆ
少
な
い
點
か
ら
，柳
潤
み
低
ぎ
こ

プ
レ
を
當
粮
ビ
す
る

タ
レ
し
て 

も、
#
か
均
衡
を
失
し
過
ぎ
は
し
な
い
か
ふ
こ

タ、レ

が
考
へ
ら
れ
る
し
、更
に
戰
後
に
於
て
は
、
 

炭
業

一

，般
の
不
振
に
依

b
、又
千
九
}日
ニ

.‘十i
f

年
の
：賃
銀
協
定
に

.依
っ
て
、右
の
利
廻
ね
に
减
少 

を
來
し
ね
マ

J

す
れ
ば
、坑
主
が
新
に
事
業
に
資
本
を
放
下
す
る
こ

’

/J

を
好
ま
す
•上
記
の
如
ぐ
危 

險
豫
防
の
設
傭
す
ら
，之
を
不
完
全
の
狀
態
に

® 
く
こ

.ざ
も
，亦
事
情
の
已
む
を
得
ざ
る
も
め

ぐし 

考
へ
ら
れ

る
。

.

更
に
此
點
に
碑
て

•近
時
：！
ッ
の
新
し
き
非
難
が
保
守
黨
內
閣
の
財
政
策
に
就
て
加
へ
ら
れ 

て
思
る
。
，其
れ
は

.外
'で
.も
な
い
、政
府
が
千
九
百
二
十
.五
年
す
二
月
金
貨
本
位
法
を
以
っ
て
、金 

の
輸
出
解
禁
を
行
っ
た
一
事
で
あ
る

。
'金
貨
本
位
法
が

1

時
魄
暫
行
法
で
あ
ジ
て

"永
久
的
法 

律
で
な
い
こ

W

は、吾

.人
に
何
を
語
る
で
，あ
ら
ぅ
か
。
英
國
が
金
輸
ね
解
禁
の
傘
備
の
未
だ
充 

分
に
行
は
れ
ざ
る
に
拘
は
、らす
、之
を
即
行
す
る
必
要

.から一、成
は

.1 、

般S

民
の
金
货
自
由
，鋳
造

請
求
權
を
停
止
し

.た
6
、或
は
英
蘭
激
行
；に
銀
行
券
の
金
貨
兌
换
行
ぅ
義
務
を
免
除
し
た
力 

す
る
が
如
き
變
則
の
：
法
を
お
ひ

V

.ろ
を

'得
：ざ
る
至
つ
た
こ

V

义
は
明
白
の
事
實
で
あ
つ
て
、
 

政
府
が

一

時
の
功
名
を
貪
る
爲
：めに
，斯
る
手
段
に
出
で
た
も
の
で
あ
力
、國民

 

'の幸
福
ょ

.
CV

も、
 

，
政

治
‘

上
の
權
略
に
，重
き
を

®

い
た
も
の
で
は
な
い
か
ざ
云
ふ
非
難
が
，あ

A
球
に
時
の
財
政
當 

'局：
者が從来政治家して

"功
利
的
態
度
に
池
で
る
こ
ビ
の
著
し
か
つ
た
ク
ゃ
ン
ス
ト
ン
、チ
 

ャ
I
チA

一

氏

で

あ

る

凝

め

，ね
、
特

に！
 ̂0

め
攻
撃
の
盛
な

.る
を
見
る
の
で
あ
る
。
然
し
手
段
の 

如
何
な
：る
も
の
で
あ
：る
：か
、目
的
の
如
何
な
る
避
に
在
つ
た
か
を
問
は
や
、觅
に
角
金
貨
本

JiT

法 

の
下
に
、金
の
輸
出
禁
，典
の

.解
除
さ
れ
た
か
ら

y

は、碰
價
値
の
急
騰
し
、又
急
騰
し
た
儘
、平
定
し 

た
こ
ざ
，は、

f
ぅ

可

か

、ら.ざy

る
：{
實̂
で
あ
：

.つ
て
、此
事
が
一
方
か
ら
云
へ
ば
、內
國
の
物
®
に
不
別 

©

影
響
：

を，及
ぱ
す

と；共
：：

れ、他
の

：

J

 
一？
^

に
石
疑
の
輸
出
を
困
難
な
、らし
め
、厕
卷
相
重
な
つ

て、
英 

國
炭
杭
業
に
對
す
る

r

打
*::爲

今

同
の
ま
き
爭
譲
を
藤
成
す
る
に
至
つ
た
稱
さ
れ
る 

の
で
も
る
。

，

：
：r
:

一

七
-.

,

何

4

に
し
て
も
英
掘
炭

-

ザ

業

の

狀

況

タ

の
‘

如

ぐ

で

あ

る

上

は

、政
#

.

の

補

助

金

を

灘

れ

て

，
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i
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我
業
錢
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部
七
號 

ニニ

坑
主
を
-し
て
今
日
以
上
に

®
銀
墙
榮
，ゆ
支
拂
を
ま
擔
せ
し
め
.る
こ

W

は、非
常
の
難
事
ざ
せ
ざ 

る
を
得
な
い
。
換
言
す
れ
ぱ
英
國
炭
坑
の
經
營
若
し
ぐ

.は

其

經

濟

に

斯

る

行

詰

-
^
を

生

じ

，坑 

主
は
利
潤
の
乏
し
き
に
苦
し
ま
な
け
れ
ぱ
な
ら
す
、坑
夫
は
低
廉
な
る
賞
銀
を
收
め
て
、危
險

$ 

.の
高
き
；仕
事
に
從
は
な
け
れ
ぱ
な
ら

f
、̂

國
民
は
石
炭
の
産
額
，贼
少
に
伴
ぅ
高
價
の
負
擔
を
忍

.

..

.

.

.

.

-

.

.

.

.

.

.
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.
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.

..

.
: 

■!
,
 

■ 

,
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■

ぱ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
ざ
云
ふ
が
如
ぐ
に
、到
る
所
に
愁
訳
の

®
を
に
す
る
の
は
*何
故
で
あ 

る
か
，；

V 」

云
へ
ば
，要
す

.る
に
英
國
の
聚
坑
業
が
全
體
か
、ら見
て
、老
衰
邦
に
入
ゥ
，老
大
國
の
經
濟 

に，免
か
：れ
難
き
悲
境
に
陷
つ
た
一
方
に
，炭
坑
其
も
の
に
幾
多

S
i

缺
陷
が
あ

0
て 
>特
に
此
悲
境 

を
甚
だ
し
か
ら
し
め
る
こ
ビ
に
、之
を
歸
し
な
け
れ
ぱ
な
ら 

H

i
に：
.於

て

か

，炭

：
坑

. ；

國有
：#::

の
；賞
：行
：に
依
づ
て
、斯
く
行
詰 

談
論
の
撥
頭
す
る

に
：.

至
る
の
は
，當
然
の
勢

.で
あ
る

ざ

考
へ 

:

る、奪に

.丧
坑
經
濟
举
理

：

の
：見
地
：一か
ら
.主
張
さ
れ
る
に
止
ま

:

正
：葬
の

‘見
地
に

S

い
て
ま
：論
，：さ
れ
：る
の
、で
も
る
。、
第
一
の
炭
坑
經
濟
整
理
の
見
地
か
ら
来
る 

:
m

有

：：
論

め

：
論

據

は

千

九

，
百

，
十

九

年
.
0
爽
業
婆
員
會
報
告
書

に
於
て
、

明
瞭

に

語
ら
れ
て
居
る

" 

即
ち

同

一

報

吿

に

於

て

は

跋，：坑
經
營

"に

於
け
，る
現
行
制
度
の
缺
黯
を
指
摘

し
、
第

1

ギ
五
，百
の
會

な
い

.

ウ
た
局
面
を
展
開
し
や
ぅ
マ

J

す
る 

ら
れ
る
。
而
し
て
炭
坑
國
有
論
た 

ら
す
、更
に

一

ホ
を
進
め
て
社
會
的

て
、

'姬
.か
互
に
與
な
る
ホ
成

.の
下
：i

於

.て、事
業
を
經
營
し
、其
内
の
或
る
會
社

^
頗
る
奮
式
の

£

で旧 

を
パ
ひ
ポ
業
上
の
成

©

の
不

<5^

な
る
こ
ざ
、解

一

一
炭
業
，の
行
は
れ
る
區
域
の
諧
所
に
分
敬
し
て 

:

居
る

-結
果

•配
給
服
賣
に
‘不
便

I

を
：生

す

：
るこ：，W

、

第
三
全
體
に
於
て
炭
坑

.業
に
：於
け
る
生
産
力
の 

.消
耗
し
つ
、
あ
る
こ

5
0

の
三
點
を
取
げ
た
。
是
等
の
三
點
か
ら
出
發
し
て
、直
に
國
有
識
を
主 

張
す
る
ざ
云
ふ
の
は
、甚
だ
燥
急
で
あ
る

ざ

云
ふ
保
守
的
議
論
も
，行
は
れ
る
が
、若
し
も
國
有
制 

&
の「

に
賊
家
が
炭
坑
の
處
理
に
就
て
、絕
對
の
權
限
を
持
つ
に
至
つ
た

こ

マ」

を
機
會

ビ

し 

ぉ
杭
を
は

§
し
事
業
を
統

一

し、有
望
な
る
爽
坑
に
資
金
を
注
入
す

.る

方

針

に

出

で

た

な

、ら
ぱ-
 

上
記
の

‘詣
缺
點
は
，自
、ら
除
却
さ
れ
る
道
理
で
あ
る
。
本
來
英
徳
に
於
け
：る
如
ぐ

r

各
地

方

炭

K 

を
通
じ
て
、其
間
に
生
康
著
し
き
相
違
の
，存

す
る

‘こ
ぐ
は
、他
に

t
e類
を
見
ざ

る
も
の

ご
®

さ 

现
：
に
札
年
ナ
ン

.ヶ
：
|
養
員
會

が
；ゆ
：
百
五

十
八
の
炭
坑
に
就
て
、調
査
し
た
所
に

據
る

V：/

冗 

炭

I  

m

の

生
産
費
は
最
低
の
十

.ニ
志
六
片
か

ら
、最
高
の
四
十
八
忠
に

至
る
ま
モ
、千
差

萬
別
の 

:

趣
き
の
ボ
す

る
こ

ざ

が
認
め
ら
れ

る
。

然
も
石
炭
に
し
て
品
質
の
同

I .

の
も
の

で
あ
る

以
上 

タ
同
：プ
の

1 =

場
に
於
：て
同
ブ
ル
價
格
を
！

^
つ
て
、賣
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
、ら
な
い
一
方
に
"最
も 

貧

し

き

炭

：坑

，を

し

て

，有

立

，
せ

し

：

め
る

に
は
、炭
®
は

斯
る
炭
，坑

の

.生

廣

費

を

標

準

5,
,

し
て
，決
定 

竺

十

ぉ(

八
ニ
ニ
 

V

I
刺
の
i

併
れ
淡f

拂 

號

ニ 7

一！

I '
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二

十

卷(

A
1三)

英
吉
利
の
炭
坑
幷

li

炭
i

濟 

银七號ニ四
 

さ
-れ
、斯
 

< 
て
勢
、炭
：

®
に
：騰
貴
を
兄
ざ
れ
ぱ

-已
ま
ざ
る
に
至
る
：。
英

'
M

ね
於

.て
最
も
貧
し
ぐ
，坑 

K
料
を
資
遊
す
る
條
地
な

<
"經
營
举
に
相
當
の
利
潤
を
，與へ
る
を
得

.ざ
る
炭
坑
の
存

f
f
iする 

.
!方
に
所
有
者
に
は
坑
區
料
を
、經
營
者
に
は
利
潤
を
與
へ
る

'
 
馀
裕
を
持
つ
炭
坑
を
見
る
が
如

'
 

き
，
.

一

じ
右
の
事
情
に
基
く
も
の
.で
め
つ

て
、
或
.は
炭
，
.
®の
騰
貴
を
来
：し、或
は
此
騰
貴
を
避
け
る 

に
は
、他
の
施
設
を

.必
要
ど
す
る
に
，在
る
所
以
で

.あ
る
。，
然
ら
ば
此
點

'に
圓
聯
し
て
、從
来
如
何

- 

な
る
 
施
設
が
 
行
は
れ
た
：か。
政
府
が
炭
坑
業
に
ブ

I
リ
ン
グ
の
制
度
を
採

f
f
lし、當
裕
な
る
炭 

‘摊
を
し

 >

 
貧
癖
な
る
炭
坑
を
維
持
す
る
爲
め
に

.若

.于
の

' 負
擔
，を
荷
は
し
め
、史
に
政
庶
自
ら
補 

助
金
を
交
付
す
る
が

.如
/き
、即
ち
之
に
當
る
も
の

プ
レ
云
へ
る
。

斯
の
如
ぐ
し
た
な
、レ
ぱ

、當

然
廢 

坑
.に
蹄
す
る
か

>义
は
，炭

S

の
昂
騰
に
依
つ
て
、辛
ぅ
じ
て
命
脈
を
維
持
し
來
つ
た
か
、孰れ
の
一 

の.狀
況
に
居
る
炭
坑
も
存
立
す
る
を
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
右
の
政
策
は
國
家

’ 

の
權
力
の
炭
桃
輕
營
に
加
へ
、られ
る
動

.か
す
可
か
ら
ざ
る
瞪

.左
で
あ
ジ
て
、此
制
度
の
是
認
さ 

,れ

る
：.

以
上
は
、炭

.杭
國
有
に
對
す
：る
反
對

，論

は
其
價
傅
の
大

半
を

失
ひ
、却
っ
て
國
有
其
も
の
を 

稱
識
ぜ
ざ
る
を

得

ざ

.る
に
至

.る
の
で
：ある
。，蓋
し
國
有
の
下
に
滅
家
が

I

方
の
激
坑
を
通
じ 

て
收
め
得
た
利

i
i

を
他
方
の
：炭
坑
に
顏
ち
て
、兩
者
の
存
立
を
全
ぅ
す
'.る
の
は

'、
®
る
自
然
で
あ

.

つ
て
、私
有
制
度
の
下
に
、一
方
に
課
し
た
資
懷
に
依
つ

て
'、他
方
の

i

利
猛
を
謀

.る
が
如
&♦不
自
然 

...の跡
を

..存
、し

な

い

か

、ら.で
あ
.る
0:.

會

正

鶴

の

見

地

か

、ら

來

る

：炭

机

國
'有
論

が

具
體

的
.に
，現

は

れ

た

の.は、必
す
し
も
古
し
ご 

し
な

ぃら

I
フ
ユ
ビ
ァ

；

ン
M
t 

,
派

：の

社

會

主

義

者

は

夙

に.國
民
‘章
寒
幷
に
國
民
生
活
に
重
要
の
駒 

:係

あ

，，る

事

業.又
は
別
產
の
國
有
：若
し
ぐ
：は
公
有
を

' 主
張
し
、千
九

‘ 

十
八
年

j

月
勞
働
黨
大
會 

に
提
お
：さ
れ
，同
年
六

s
r
s
r

大
會
に
於
て
可
決
さ
れ
た

「

勞
働

VJ..

新
脾
會
秩
序

」

と
题
す
る
綱
®
の
 

第
二
に
於

て
も
、「

産
業

9
民
，主

的

，管

理

に

，
就

て

、勞

働

黨

は

：

鐵

道
、礦

山、醫
電
業
等
の
國
有
即
行
を

.
 

耍

.ホ
す
る

ゴ

共

に
辦

瓶
毛
織
；̂
革

⑩
製

靴

製
粉
、
额

H
屠
獸

業
に
，，

就
.：
，

て
は
、從
来
の

國
家

監
督 

を
繼
續
す

.る
必
要
を
輝
明
す
：る

」

マ

J

云
.ふ
こ
ざ
を
揭
げ
た
。，

.是i
?

の
.言

論

が

炭

坑

國

有

に

刷

す
 

る
實
行
蓮
動
に
刺
戟
を
與
へ
る
に
至
つ
た
こ

W

は
.勿
.論
で
あ
つ
て

"彼
の
章
業
！ニ
巧
同
盟
が
千 

九
百

.十

九

年

强

制

徵

兵

制

度

幷

，に

對
.露
軍

事

：
的

于

涉

，に

反

對

：す

る

意
.
#を
聲
明
し
、政
府
に
向 

つ
て
雜
间
盟
罷
業
を
敝

し

て、要
求
を
赏
徹
し
や
ぅ
と
し
、常
時
は
遂
に
此
擧
に
出
で
な
か
つ
た 

が，
其

新
衝
の
間
に

於

て、炭

坑
國
有

論
が
主
.張さ

れ
政
府
を
レ
て
此
'問
題
を

調
，，
査
す
る
爲
め
に
、

部

二

十

卷
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八
ニ
 
§

英
吉
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お
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井

l
i
5
i

經
濟 

第
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號

ニ
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饿
七
號 

ニ
六

チ
九
百
十
九
ザ
の
委

A
:會
を
組
織
す
る
に
至
ら
し

•め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
委
員
會
に
於 

て
炭

..，

S
國
有

..論，は
委
員
錢
サ
ン
ヶ
ー
氏
弁
に
坑
夫
側
の
代
表
者
に
依
：

a

て
主
張
さ
れ
、爾
來
英 

國
社

#

述
動
に
於
け
る

一:

目
標
に
充
て
ら
れ
て
居
る

W

云
ふ
こ

W

を
.慎
；ら
な
い
の
で
あ
る

。
.
 

.ァ
I

.

ん
、ユ

ッ
.

チ
、ト
ク
ネ
，
氏
は
英

.國

現

代

社

，會.蓮
...
動
の

.目
標
レ
て
第

一

生

f
f
i幷に
仕
事
の 

®
小
限
度
を
割
定

.す
る
こ
ご
，箱
ニ
商
業
上
め
便
宜
を
擴
張
し
、總

•て
の
人
を
レ
て
所
得
の
多
寡

.
 

如
！
：

に
拘
は
ら
す
、沿
ぐ
之
に
浴
せ
し

め

る

こ
ど
、箱

三
；
課
桃
の
機

P
を
利
用
し
、偷
剩
の
富
を
公 

共
の
：利
翁
に

'
 
供

せ
し
め
る
こ
ビ

，
第

©
.行
政
機
關
が
編

k

さ
れ

*經
濟
組
織
：が
斯
る
變
革
を
行
ぅ 

ま
で
に
成
熱
し
た
時
を
以
つ
て
、：
全
國
民
の
生
活
の

.依
つ
て
以
つ
て
繁
.がる
基
礎
的
産
業
を
公 

共
の
所
有
に
称
し
、公
共
的
企
業

.VJ

し，て、國
に
對
す
る
職
能
を
唯
一
の
服
目
に
充
て
\
經
營
す 

る
こ

\

レ

の
四
點
を
擧
げ
た
が
、炭
坑
國
有
論
の
如
き
、即
ち
上
記
第
因
，の原
則
の
一
端
と
し
て
、主
 

張
さ
れ
る
の
で
あ
る
し
、又
今
囘
の

#
:譲
に
：於

A
し、坑
主
侧
は
：各
炭
杭

K
域
に
依
つ
て
、異
な
れ
る 

制
僧
を
坑
夫
の
質
銀
に
加
へ
や
ぅ
ざ
す
る
に
對
し
て
、恍
夫
側
が
全
國
的
に
協
定
さ
る
こ

V

レ

を 

求
め
た
の
は
、

g

ち
上
記

g
g

一
 

の
原
則
に
據
ウ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

從
來
炭
挑
業
に
勞
働
：爭
鎭
の

.起
る
や
、其
當
事
紫
は
國
家
を
代
表
す
る
政
府
，坑
主
を
代
表
す

る
杭
：主

®
合
炭
坑
：

.夫
を
代
表
す
る
坑
夫
總
同
盟
の
ニ
！者
で
あ
つ
て
*三
者
の
間
に
利
害
蘭
係
の 

A
な
；
.る
ぐ
の
、

め

る
所
か
、ら、此
般
の
交
涉
を
紛
糾
せ
し
め
る
趣
き
の
著
し
き
も
の
が
あ
つ
た
。
 

S
近

に

，
勃

，
，
發

し

た

爭

.謎
じ
.於

て

，
は

政

府
S

坑

主

組

合

、、

J

は

始

ど

同j

體

ビ

爲

づ

て

"杭

夫

飢

ネ
 

に
對
抗
し
、斯
ぐ
て
三
者

’の
利
播
關
係
は
二
者

5
0

爲

つ

た

が

、
斯

の

如

き

は

資

本

キ

一

義

の

色

躲

の
 

最
も
濃
厚
な
る
保
守
黨
内
：開
の
下
に
於
：て、瑰
は
れ
た
#
殊
の
事
相
で
，あ
つ
て
，一
の
除
外
例
を

.
 

以
ゥ
て
、兄
る
こ
を
當
れ
ク
ょ

.す
る
。
炭
坑
國
有
制
度
は
普

通

爭
議
の
起
つ
た
際
に
、利

«
湖 

係
ポ
を
國
家

.

W

桃
夫

ざ

の

兩
激
に
止
め
，斯
ぐ
て
事
件
の
解
決
を
簡
單
な
、らし
め
る
を
得
る
ざ 

云
ふ
見
地
か

/ら
主
張
さ
れ
る
が
、

K
に
炭
坑
の
經
營
に
對
じ
て
、杭
失
組

<11

の
代
表
密
が
參
加
し
、

VJ:

併
せ
：行
は
れ
る

 

し
た
な
ら
ば
，如
何
で
あ
る
か
、利
害
駒
係
者
は
始
ど 

，マ
が
：

W

へ
る
。

^
此
事
も
民
主
的
管
理
の
附
隨
：す
る
國
有
論 

て
、目

さ，
れ
る
所
で
，

b
:
,
る
0:
:

一國：有
★
ほ
主
的
管
理 

取 

一.yj

货
る

5
0

云
ふ 

力
な
る
根
據
を
以
ウ

於
て
、有

都
ニ
す
想

(

ス
.ニ五)

：
英
吉
利
の
炭
坑
井
業
輕
御

0

S

5


